
祝！令和元年＆栄山寺 1300 年 

栄山寺を巡る 3 つの音楽会 NO3 

登録有形文化財「藤岡家住宅」開館 12 周年記念イベント	

HOOK ウクレレライブ・・・HAPPY!	

令和元年 11 月 10 日（日）午後 1時〜2時半	

午後 1時〜講演「『大和名所図会』に見る栄山寺」川村優理	

午後 1 時半〜２時半	 ウクレレ・ライブ	

HOOK（フック） 

福原直樹 

2018 

ナ・ホク・ハノ

ハノ・アワード 

（ハワイ） 

アルバム部門 

グランプリ受賞

登録有形文化財「藤岡家住宅」うちのの館（やかた）	

〒637–0043 奈良県五條市近内 526			☎ ︎＆fax	0747（22）4013	
9 時〜16 時開館	 月曜休館	 月曜が祝日のときは開館して翌日休館	

維持管理ご協力金（高校生以上 300 円・小中学生 200 円・20 名様以上 2割引）	

参加費 1,000 円	 要予約	
お食事ご希望の方は別途 1,000 円でお弁当（お茶付き）をご用意します。	

プロフィール 
100 人超えの大アン
サンブルを率いる

HOOK	100	MOMENTS	

を国内最大級の 
ギターとウクレレの

イベント 
サウンドメッセなど

で毎年演奏する。 
CDも多数リリース。 
 
ウクレレ教室は各地

で開講中。 

HOOK 
 

五條市	

元気なまちづくり	

交付金支援事業	

五條高校同窓会「金陽会」が制作した絵葉書「大和五條	 栄山寺」 
（推定昭和 40年頃）／吉本義夫画・辻本良尊写真 



  

榮山寺資料 
『大和名所図会』（寛政 3年/1791年	 刊）藤岡家所蔵）に見る江戸時代の「榮山寺」	  

	 	 	 川村	 優理 
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名所図会（めいしょずえ）とは・・・江戸時代末期に刊行された江戸・畿内をはじめとして諸国の名所旧跡・景

勝地の由緒来歴や各地の交通事情を記し、写実的な風景画を添えた地誌。都名所図会、大和名所図会、和泉名所

図会、摂津名所図会、東海道名所図会、伊勢参宮名所図会、河内名所図会、木曽路名所図会、江戸名所図会、尾

張名所図会、善光寺道名所図会がある。この内、大和名所図会は寛政 3年（1791年）秋里籬島	 著・竹原春朝
斎	 画によるもの。現在の五條については、巻五・六に解説があり、「宇智陵・二見社・阿多大野・栄山寺・宇

野親活宅・宇智社・丹生川・火雷社・統社（すべやしろ）・安井寺・阿陀社・後阿陀墓・龍池社（りゅうちしゃ）・

楢井（ならい）・丹生川社・二見城・桜井寺・上村城・鳳凰寺・観音寺・御霊社・吉祥院・桜井・真土山・犬飼

寺などについての記述には江戸時代の地域の風景が見られて興味深い。 
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藤原長岡（延暦 5 年/786
年〜嘉祥 2年/849年 2月
6 日）藤原北家。右大臣
藤原内麻呂 6男。承和 10
年（843 年）山城守に任
ぜられるが病として出仕

しなかったところ、同年

7 月大和守に任ぜられ、
承和 13年従 4位上。大和
守の任期終了後は大和国

宇智郡の山家に隠居し、

嘉祥 2年（849年）死去。 


